
２０２６年７月２７日 

新 潟 大 学 
 大 阪 大 学 
慶 應 義 塾 大 学 

京 都 大 学 
科 学 技 術 振 興 機 構 

 
 新潟大学医学部メディカル AI センター・高橋悠志特任助教、吉沢明康特任准教授、奥田修二
郎教授らの研究グループは、大阪大学大学院理学研究科・和泉自泰教授、慶應義塾大学先端生
命科学研究所／同大学院政策・メディア研究科・平山明由准教授、京都大学大学院薬学研究科・
津川裕司教授、大阪大学大学院情報科学研究科・松田史生教授らと共同で、メタボローム解析
で得られる質量分析データを効率的に蓄積・共有するための新しいデータリポジトリ「MB-
POST」を開発しました。メタボローム解析では、膨大な実験データが日々生み出されています
が、その再利用を可能にするためには実験条件などの付随情報（メタデータ（注 3））の整備が重
要です。一方で、従来のリポジトリでは登録作業の負担が大きいという課題がありました。MB-
POST では、再解析に必要な情報に絞った実用的なメタデータ設計と、簡便な登録システムを
採用することで、研究者が容易にデータを公開できる環境を実現しました。試験公開後わずか
1 年半で 180 件の研究プロジェクトが登録されており、化学・生命科学分野におけるデータ駆
動型研究の加速が期待されます。 
 
Ⅰ．研究の背景 
近年、生命科学分野では研究データを公開し再利用することで新たな知見を得る「データ駆

メタボローム解析データを未来の発見につなぐ新リポジトリ 
「MB-POST」を開発 

－データの再解析と再利用を加速する国産基盤、試験公開後 1 年半で 
180 プロジェクトが登録－ 

【本研究成果のポイント】 
 メタボローム（注１）解析で得られる質量分析データを効率よく蓄積・共有できる新しい
公開リポジトリ（注２）「MB-POST」を開発しました。 

 再解析に必要な情報のみを整理して登録できる仕組みにより、研究者の負担を大幅に
軽減しました。 

 試験公開後 1 年半で 180 プロジェクト・2.8TB のデータが登録されており、化学・生
命科学分野におけるデータ駆動型研究を支える基盤として期待されます。 



動型研究」が急速に発展しています。メタボローム解析では、質量分析計（注 4）によって生体内
や環境中の多様な化学物質を網羅的に測定しますが、得られるデータは非常に大きく、また実
験条件などの詳細な情報がなければ再利用が困難です。 
既存のメタボロームデータリポジトリでは、登録時に多くの項目を入力する必要があり、研

究者にとって大きな負担となっていました。そのため、研究データを再利用しやすい形で蓄積
する新しい基盤の整備が求められていました。 

 

Ⅱ．研究の概要 
本研究グループは、プロテオーム解析データリポジトリ「jPOST」や糖鎖解析データリポジ

トリ「GlycoPOST」の開発経験を活かし、メタボロミクスに最適化された、新たな質量分析デ
ータリポジトリ「MB-POST」を開発しました。 
多くのオミクス研究分野では、データの再利用に必要なメタデータの必須項目を「最少情報基
準」として定めています。しかしメタボロミクス分野にはこのような基準が存在せず、データ
を受け入れるリポジトリ間での差異も大きい状況です。また将来のデータ再利用に備えて可能
な限りのメタデータを収集しようとする傾向があるため、多くのリポジトリでは非常に詳細な
メタデータを収集する傾向があります。これに対して MB-POST では、現時点で行われるデー
タの高品質な再解析を想定し、それに必要な情報のみを収集する「再解析志向型メタデータ設
計」を採用しました。 
本研究は、科学技術振興機構（JST）ライフサイエンスデータベース統合推進事業（統合化推

進プログラム）「次世代低分子マススペクトルデータベース シン・マスバンクの構築」課題と
して構築が進められている、質量分析データ処理パイプライン Shin-MassBank 計画（計画代
表：大阪大学大学院情報科学研究科・松田史生教授）の一部として進められています。 
主にメタボロミクス分野で代謝産物の同定に用いられる、日本発の国際的に広く利用されてい
るマススペクトルデータベース MassBank は、今まで標品のマススペクトルを収集してきまし
た。Shin-MassBank 計画では、標品スペクトルではなく一般の研究で測定されたマススペクト
ルを収集し、これを再解析して得られる最高品質の解析結果と共に MassBank に追加すること
によって、MassBank の収録スペクトル数を飛躍的に増加させることを目標にしています。 
新潟大学の研究グループはメタボロミクス分野の既存のリポジトリの網羅的調査を行い、さ

らに今までメタボロミクスの測定でデータを産生し解析してきた Shin-MassBank 計画の他の
グループが、データの高品質再解析のプロトコルを確立して、それに必要なメタデータの項目
を確認しました。これら両者の知見を結集することによって、「必要充分にして簡潔」なメタデ
ータの設計が可能となりました。MB-POST は今後、Shin-MassBank 計画でのスペクトル収集
の役割を果たしていく予定です。 

 
Ⅲ．研究の成果 

MB-POST は以下の特徴を備えています。 
① 再解析を重視したメタデータ設計 
実際に研究データを再解析する際に必要となる情報に重点を置き、研究者の入力負担を最小限
に抑えました。 



② 高速かつ安定したデータ登録 
独自の大容量ファイル転送技術を利用することで、質量分析計から得られる巨大なデータを効
率よく登録できます。 
③ 機械可読な標準化メタデータ 
生物種や測定条件などを標準化された語彙で管理することで、異なる研究間のデータ比較や統
合解析を容易にしました。 
 

MB-POST は 2024 年 12 月にベータ版が試験公開された後、2025 年 10 月に正式公開されま
した。2026 年 7 月時点で 180 プロジェクト（一般公開前のプロジェクトを含む）、総計 2.8TB
のデータが登録されており、新規に開発されたばかりで論文などを通した周知が不充分なメタ
ボロームデータリポジトリとしては、極めて高い利用実績を示しています。 

 
Ⅳ．今後の展開 
今後は質量分析イメージングデータや核磁気共鳴（NMR）データへの対応を進める予定です。

また、今まで同様 Shin-MassBank 内での連携に加えて、国際的なメタボロームデータ共有の
枠組みとの連携を強化、世界規模でのデータ流通と再利用を促進し、日本、ひいては世界のメ
タボロミクス研究者にとって有益なデータと情報の提供を目指します。 
MB-POST を通じて、研究者が蓄積したデータをより有効に活用し、新たな化学・生命科学研
究の創出につなげることがこのプロジェクトの目標です。メタボロームは多くの工学的な応用
や医学的な診断、環境保護のための指標調査などにも用いられているため、本研究は基礎研究
にとどまらず、実社会での応用を支えるデータ基盤として成長していくことが期待されます。 
 
Ⅴ．研究成果の公表 
本研究成果は、2026 年 7 月 2７日、米国化学会（American Chemical Society）発行の学術
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【用語解説】 
（注 1）メタボローム 



生物の体内や環境中に存在する低分子化合物（代謝物）の総体。メタボロームを解析する研究
をメタボロミクスと呼ぶ。 
（注 2）リポジトリ 
研究データを保存・共有し、再利用できるようにするための公開データベース。 
（注 3）メタデータ 
実験条件や測定条件など、研究データを解釈・再利用するために必要な付随情報。 
（注 4）質量分析・質量分析計 
化学物質の質量を測定し、その種類や量を解析する分析技術を質量分析と呼び、質量分析を行
う装置を質量分析計と呼ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 


